
感染性胃腸炎集団発生時の保健所の対応   

＜１ 発生探知（施設からの連絡）＞ 

 （１）発症者が 10 名以上及び施設利用者の半数以上の場合（集団発生） 
  ・速やかな保健所への電話連絡をお願いします。 
  ・電話で利用者数や発症者数とその状況、消毒状況等を確認します。 

また、日程調整の上、訪問にて疫学調査を行うことがあります。 
  ・連絡日以降の毎日の有症状者状況報告をお願いしています。 
 （２）発症者が 10 名未満の場合（経過観察） 
  ・全利用者数（職員含む）100 名以上の施設については、発生数が３％に達した場合に

電話連絡をお願いします。 
   （例：利用者 80 名・職員 20 名（全利用者 100 名）→3 名で連絡） 
   ※全利用者数が多数の場合は、早期の連絡をお願いします。 

   （例：利用者数 160 名・職員 40 名（全利用者 200 名）→発生数が 6名で連絡となるが、3 名程で

連絡が望ましい。）  

  ・全利用者数が 100 名未満の施設については、発生数が 2 名に達した場合連絡をお願
いします。   

  ・電話で利用者数や発症者、消毒状況等の詳細を確認します。 
  ・施設での対応状況などについて確認し、必要時感染対策についてのご説明をします。 
  ・連絡以降の毎日の有症状者状況報告をお願いしています。 
  ・発症者数が増加し 10 名に達した場合、疫学調査を行います（集団発生）。 
   ※土･日の報告については月曜日にまとめて報告をお願いします（祝日の場合は翌日）。 

＜２ 疫学調査時の対応＞ 
  ・調査では「患者発生状況」「施設の対応状況」を確認します。特に患者発生状況に 

ついては、あらかじめ時系列での把握をお願いします。 
  ・原因ウイルスの特定のため、患者の検便検査を実施することがあります。検査は保健

所で行いますので、検体提出のご協力をお願いします。 

＜３ 終息まで＞ 
  ・終息まで毎日保健所への有症状者報告をお願いします。 
  ・患者が入院したり死亡したりした場合は、保健所へ連絡してください。 
  ・1 週間、新たな有症状者がいないことを確認し、終息とします。 
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